
２
）
に
沿
っ
て
「
我
々
は
何
の
た
め
に
こ
の
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
」
を
議
論
し
た
う
え
で
、
改
善
に
取

り
組
む
べ
き
具
体
的
な
課
題
を
洗
い
出
し
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
各
職
場
で
選
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
改
善
活
動
を
実
践
、
2
0
0
1
年
１
月
に
は
活
動

経
過
、
成
果
等
を
そ
れ
ぞ
れ
活
動
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

と
り
ま
と
め
、
２
月
に
は
全
庁
発
表
大
会
「
Ｄ
Ｎ
Ａ

ど
ん
た
く
」
を
開
催
し
た
。

９
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
の
効
果

改
善
効
果
の
顕
著
な
事
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
有
形
効
果

ア
　
清
掃
工
場
の
修
理
費
用
の
大
幅
削
減

　
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
手
法
で
業
務
を
見
直
し

た
結
果
、
大
幅
な
節
減
を
達
成
し
、
２
０
０
２
・
２
月

議
会
で
３
億
１
千
万
円
を
減
額
補
正
し
た
。

イ
　
地
下
鉄
の
終
電
時
刻
の
延
長

　
Ｃ
Ｓ
調
査
の
結
果
、
運
行
を
６
本
増
便
し
、
終
電

車
発
車
時
刻
を
3
0
分
繰
り
下
げ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

年
間
４
千
万
円
の
収
益
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

ウ
　
被
服
の
希
望
制
へ
の
変
更

　
2
0
0
1
年
度
、
再
貸
与
を
希
望
し
な
い
も
の
が

2
7
％
で
、
約
２
千
万
円
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

エ
　
財
政
効
果

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
は
、
必
ず
し
も
経
費
節
減
な
ど
の
財

政
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
各
課
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
運
動
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
集
約
す
る
と
、
結
果
と

し
て
、
約
９
億
円
の
財
政
効
果
（
増
収
効
果
及
び
経

費
節
減
効
果
）
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

②
無
形
効
果

ア
意
識
や
組
織
風
土
の
変
化

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
の
展
開
を
通
じ
て
、
職
員
意
識
や
組

織
風
土
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

ｌ
今
回
の
改
革
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
行
動
や
考
え

方
が
変
わ
っ
た
か
、
と
の
問
い
に
対
し
て
「
は
い
」

と
の
回
答
が
4
6
・
６
％
。

ｌ
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
を
通
じ
て
職
場
に
変
化
を
感
じ
る

か
、
と
の
問
い
に
対
し
て
「
そ
う
思
う
」
「
や
や
そ

う
思
う
」
と
の
回
答
が
4
8
・
７
％
。

イ
　
改
革
ス
キ
ル
の
向
上

ｌ
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
で
は
、
Ｃ
Ｓ
調
査
が
8
4
箇
所
で
活
用

さ
れ
た
。
（
自
治
体
で
こ
れ
だ
け
広
範
な
職
場
に
わ

た
っ
て
、
自
主
的
に
顧
客
の
声
を
聞
い
て
い
る
例
は

珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。
）

-
市
民
病
院
で
本
格
的
な
Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
が
実
施
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
7
5
箇
所
で
Ｔ
Ｑ
Ｍ
の
手
法
が
活
用

さ
れ
、
課
題
解
決
の
ス
キ
ル
の
共
有
が
進
ん
だ
。

1
0
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
と
平
行
し
て
、
職
員
か
ら
の
提
案
に

つ
い
て
実
施
の
可
否
を
幹
部
会
議
（
注
３
）
で
即
断

即
決
す
る
こ
と
に
よ
り
速
や
か
な
課
題
解
決
を
図
る

「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動
」
を
実
施
し
て
い
る
。
課
長

級
職
員
1
3
名
で
構
成
す
る
「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
委
員
会
」

が
、
ま
ず
職
員
提
案
理
由
と
担
当
課
見
解
を
並
べ
て

論
点
整
理
を
行
い
、
こ
れ
を
幹
部
会
議
に
諮
り
、
そ

の
場
で
方
針
決
定
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動
の
実
績
と
し
て
は
、
2
0
0

0
年
度
以
降
、
庁
用
車
の
プ
ー
ル
化
、
本
庁
部
長
室

の
廃
止
、
少
額
物
品
購
入
手
続
き
の
簡
素
化
、
同
一

事
業
に
お
け
る
予
算
の
費
目
間
流
用
の
弾
力
化
、
経

常
予
算
の
枠
査
定
化
な
ど
計
5
2
件
の
実
施
を
決
定
し

た
。
個
別
事
案
の
課
題
解
決
の
成
果
は
も
と
よ
り
、

庁
内
規
制
緩
和
の
積
み
重
ね
に
よ
り
職
員
が
変
革
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
感
じ
取
る
こ
と
の
効
果
も
大
き

い
。
ま
た
、
従
来
は
無
意
識
の
う
ち
に
権
威
主
義
的

な
態
度
を
と
り
が
ち
で
あ
っ
た
内
部
管
理
部
門
が
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動
の
実
施
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
内

部
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
し
て
の
自
覚
を
強
め
、
職
員
を

顧
客
と
捉
え
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
始
め
る
と
い
っ
た
効

果
も
出
て
い
る
。

11ＭＯＶＥシート２図一2
一
実
践
運
動
の
限
界
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こ
の
よ
う
に
実
践
運
動
、
す
な
わ
ち
現
場
の
自
発

的
な
問
題
意
識
を
拾
い
、
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
を

中
心
に
２
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
限
界
も

見
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
あ
る
区
役
所
の
固
定
資
産

税
課
で
は
、
窓
口
来
訪
者
デ
ー
タ
の
綿
密
な
分
析
に

基
づ
き
、
自
部
門
の
業
務
改
善
の
実
践
と
あ
わ
せ
て

関
係
部
署
に
対
し
て
も
様
々
な
事
務
改
善
提
案
を
行

っ
て
き
た
。
納
税
者
へ
の
税
額
通
知
の
様
式
の
変
更

な
ど
一
部
、
本
庁
担
当
課
に
提
案
が
取
り
入
れ
ら
れ

実
現
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
で
、
複
数
の
関

係
者
の
協
力
が
必
要
な
も
の
（
例
一
庁
舎
レ
イ
ア
ウ

ト
の
変
更
、
税
務
証
明
窓
口
の
一
本
化
）
に
つ
い
て

は
未
だ
実
現
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
で
は
課
・
施
設
単
位
の
改
善
活
動
を

基
本
と
し
つ
つ
、
複
数
部
署
に
よ
る
横
断
的
な
取
り

組
み
を
奨
励
は
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
現
場
の
自

主
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
組
織
の
壁
を
超
え
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
実
は
、
課
単
独
で
解
決
で

き
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
当
初
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運

動
に
よ
っ
て
解
決
を
図
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
運
動
で
方
針
決
定
し
た
事

案
に
つ
い
て
も
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
複
数
部
署
の

横
断
的
取
り
組
み
が
必
要
な
場
合
、
ス
ム
ー
ズ
に
実

施
に
移
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
実
践
運
動
は
一
定
の
成
果
を
収
め

つ
つ
も
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
営
改
革
の
実
現

に
向
け
て
、
経
営
幹
部
層
の
役
割
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の

重
要
性
が
ク
ロ
ー
・
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

12

ネ
ク
ス
ト
ー
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の

局
戦
略
計
画
・
区
役
所
経
営
改
革
プ
ラ
ン

Ｄ
Ｎ
Ａ
改
革
も
２
年
目
に
入
っ
た
2
0
0
1
年
度

に
は
、
局
・
区
役
所
レ
ベ
ル
の
自
律
経
営
に
向
け
た

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
着
手
し
た
。

　
第
一
に
、
モ
デ
ル
局
・
モ
デ
ル
区
役
所
に
お
け
る

経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
環
境
局

で
「
戦
略
計
画
」
を
策
定
し
た
。
今
回
策
定
し
た

「
戦
略
計
画
」
は
、
①
局
の
経
営
に
関
す
る
基
本
認

識
（
時
代
認
識
、
市
民
の
期
待
、
市
民
及
び
職
員
の

問
題
認
識
、
局
の
強
み
・
弱
み
、
な
ど
）
、
②
局
の

経
営
改
革
の
方
向
（
局
の
経
営
課
題
、
改
革
の
基
本

原
則
、
局
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
）
、
③
局
の
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
の
た
め
の
方
策
（
業
務
改
革
計
画
を
含
む
）
等

の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
局
の
仕
事
の
中
身
や
仕
事

の
や
り
方
を
ゼ
ロ
ペ
ー
ス
で
見
直
す
内
容
で
あ
る
。

　
ま
た
、
城
南
区
役
所
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
策
定

し
た
「
城
南
区
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
①
市
民
が

満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
［
品
質
向
上
一
、
②
地

域
と
共
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
「
新
商
品
開

発
」
、
③
自
律
的
な
経
営
体
と
し
て
の
区
役
所
［
組

織
改
革
］
、
の
３
本
柱
に
沿
っ
た
改
革
計
画
で
あ
る
。

推
進
体
制
と
し
て
は
、
区
の
経
営
幹
部
を
中
心
に
構

成
す
る
「
城
南
区
経
営
会
議
」
の
も
と
に
二
つ
の
横

断
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
「
Ｃ
Ｓ
向
上
委
員
会
」

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
」
）
を
置
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
2
0
0
2
年
度
か
ら
実
施
段
階

に
入
り
、
年
次
報
告
書
等
に
よ
り
成
果
を
検
証
し
つ

つ
３
ヵ
年
で
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
「
局
区
長
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
」
の
展
開
で
あ

る
。
ま
た
、
夏
期
の
幹
部
合
宿
に
は
市
長
以
下
三
役
、

局
長
、
区
長
（
計
2
9
名
）
が
参
加
し
、
こ
れ
を
皮
切

り
に
局
・
区
レ
ベ
ル
の
改
革
運
動
「
局
区
長
Ｄ
Ｎ
Ａ

運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
「
局
・
区
長
Ｄ
Ｎ
Ａ

運
動
」
は
、
各
局
・
各
区
役
所
に
お
い
て
、
局
長
・

区
長
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
、
幹
部
職
員
と
の

議
論
・
対
話
を
重
ね
な
が
ら
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
特
に
幹
部
議
論
の
際
に
は
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
り
、
既
存
の
Ｃ
Ｓ
調
査
、
市
民
意
識
調

査
の
結
果
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
事
実
・
デ
ー
タ

に
基
づ
く
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
こ
の
「
局
区
長
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
」
は
、
各
部
門
の
ト

ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
践
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
2
0
0

2
年
度
か
ら
の
「
戦
略
計
画
」
の
全
庁
展
開
に
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
の
布
石
で
も
あ
る
。
2
0

0
2
年
度
は
部
門
別
の
業
務
目
標
や
改
革
計
画
等
の

素
案
を
材
料
に
、
市
役
所
の
経
営
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

仕
組
み
を
強
化
・
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

1
3
一
お
わ
り
に

　
D
N
A
2
0
0
2
計
画
で
は
、
宣
ハ
の
課
題
を
「
改

革
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
組
織
文
化
の
確
立
」

と
し
、
徹
底
し
て
現
場
と
個
人
の
気
づ
き
を
重
視
し

た
。
「
遊
び
心
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
行
政
文
化
と

全
く
異
質
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
革
新
性
、
遊
び
心

は
職
員
の
心
を
伸
び
や
か
に
し
、
創
造
的
な
発
想
を

生
み
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
文
化
に
風
穴
を
あ
け

る
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
制
度
を
変
え
る
前
に
先

ず
職
員
の
意
識
や
組
織
風
土
を
変
え
る
。
現
場
を
改

革
の
当
事
者
に
し
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
。
そ

こ
に
「
何
を
や
る
か
」
と
い
う
制
度
改
革
か
ら
「
い

か
に
や
る
か
」
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
へ
の
行

政
改
革
の
発
想
の
転
換
、
ま
さ
に
、
市
役
所
の
遺
伝

子
を
変
え
る
と
い
う
、
行
政
文
化
革
命
＝
Ｄ
Ｎ
Ａ
革

命
の
所
以
が
あ
る
。

Λ
福
岡
市
役
所
市
長
室
行
政
経
営
推
進
担
当
課
長
Ｖ

一
　
特
集
・
大
都
市
自
治
体
改
革
の
展
望
－
成
熟
社
会
の
自
治
体
運
営
を
考
え
る
⑤
市
役
所
の
経
営
改
革
～
福
岡
市
D
N
A
2
0
0
2
計
画
の
挑
戦

（
注
１
）
組
織
内
へ
の
周
知
の
仕
掛
け
と
し
て
の
ツ
ー

ル①
Ｄ
Ｎ
Ａ
掲
示
板
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
に
関
す
る
情
報
提

供
に
加
え
、
職
員
間
の
自
由
な
意
見
交
換
の
場
と
し

て
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
上
に
電
子
掲
示
板
を
設
置
。
ア
ク
セ

ス
数
は
毎
月
1
0
万
件
を
超
え
て
い
る
。

②
ペ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
探
検
隊
・
庁
内
か
ら
の
公

募
職
員
で
構
成
し
、
庁
内
外
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
を
発
掘
し
、
何
故
う
ま
く
い
っ
か
の
か
、
な
ど
を

分
析
し
て
庁
内
に
そ
の
情
報
を
広
め
る
た
め
庁
内
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
広
報
誌
「
Ｂ
Ｐ
探
検
隊
が
行

く
！
」
を
毎
月
発
行
し
、
職
員
向
け
に
情
報
の
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

③
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
‥
Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
の
進

め
方
や
職
場
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
代
表
的

な
改
善
手
法
「
業
務
棚
卸
」
「
ｃ
ｓ
調
査
」
「
Ｔ
Ｑ
Ｍ
」

の
手
順
と
コ
ツ
を
解
説
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
各
所

属
に
配
布
し
て
い
る
。

④
Ｄ
Ｎ
Ａ
ど
ん
た
く
・
「
優
れ
た
取
り
組
み
を
発
掘
、

共
有
し
、
褒
め
称
え
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
運
動
の
発
表
大
会
で
福
岡
市
民
の
祭
り
「
博

多
ど
ん
た
く
」
に
因
ん
で
名
付
け
た
も
の
。

（
注
２
）
M
0
V
E
シ
ー
ト
と
は
、
M
i
s
s
i
o
n
.
O
u
t
c
o
m
e
,

V
a
l
u
e
.
E
f
f
e
c
t
i
v
e
n
e
s
s
S
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

経
営
学
の
大
家
Ｐ
．
Ｆ
．
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
提
唱
す
る

「
非
営
利
組
織
の
自
己
評
価
手
法
」
を
参
考
に
作
成

し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
あ
る
。

（
注
３
）
D
N
A
2
0
0
2
計
画
の
実
施
・
決
定
機

関
と
し
て
「
行
政
経
営
推
進
委
員
会
」
を
設
置
、
市

長
、
助
役
、
収
入
役
、
局
長
２
名
、
区
長
代
表
１
名

で
構
成
し
た
。

△
参
考
文
献
▽

・
石
井
幸
孝
、
上
山
信
一
編
著
（
2
0
0
1
）
『
自

　
治
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
革
命
』
東
洋
経
済
新
報
社

・
上
山
信
一
　
（
2
0
0
2
）
『
行
政
の
経
営
改
革
』

　
第
一
法
規

・
総
務
省
’
新
た
な
行
政
了
不
入
ン
メ
ン
ト
研
究
会

　
（
2
0
0
2
）
『
新
た
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

　
に
向
け
て
』

・
馬
場
伸
一
　
（
2
0
0
2
）
「
明
る
い
行
政
改
革

　
福
岡
市
Ｄ
Ｎ
Ａ
ど
ん
た
く
」
『
地
方
自
治
職
員
研

　
修
2
0
0
2
－
４
』
公
職
研

・
福
岡
市
経
営
管
理
委
員
会
（
2
0
0
0
）
『
市
長

　
へ
の
提
言
・
「
行
政
経
営
」
の
確
立
を
目
指
し
て
』

福
岡
市
D
N
A
2
0
0
2
計
画
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｈ
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
f
u
k
u
o
k
a
.
J
p
/
d
n
a
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
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